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要旨 成人の仮性腸間膜嚢胞の 1切除例を経験したので報告する．症例は 60歳代，男性．腹部違和感を主訴に，前医を受診
した．腹部超音波検査で，腹部臍左側に長径約 5 cmの腫瘤を認めた．腹部単純 CT検査で長径約 6 cmの単房性で均一な嚢胞状
腫瘤を認め，当科紹介受診された．腹部単純 CT 検査で嚢胞壁に肥厚や明らかな壁在結節は認めず，嚢胞内に充実成分もなかっ
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マル酸ビソプロロール 2.5mg  
生活歴：喫煙 20 本×35 年，飲酒  焼酎 1 合 /日．  
現病歴：腹部違和感を主訴に，前医で腹部超音波検
査を施行し，腹部臍左側に 5 cm 大の嚢胞を認めた．腹







初診時現症：身長 168.2 cm，体重 66.7 kg，BMI 23.58 
kg/m2であった．腹部は平坦，軟で，臍左側に腫瘤を触
知し，同部位に圧痛を認めた．  
再診時腹部造影 CT 検査所見：小腸間膜内に長径 6 cm








号であり約 6 mm の比較的厚い低信号の嚢胞壁を伴っ
ていた．脂肪抑制画像で，腫瘤内部の信号低下を認め
た．拡散強調画像で腫瘤の ADC 値は 2.40mm2/sec であ
った．内部に隔壁や壁在結節は明らかではなかった
(Fig.2)．  
術前血液生化学検査所見：WBC 6400/μl，CRP 0.07 
mg/dl と炎症反応の上昇なく，Hb 15.1 g/dl と貧血を
認めなかった．腫瘍マーカーは CEA 1.4 ng/ml，CA19-
9 1 U/ml と正常値内であった．  









  Fig.2 腹部 MRI： 
壁在結節は明らかでない． 
T1 強調画像  
脂肪抑制画像  
T2 強調画像  
拡散強調画像  
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ために，臍部の創を延長し，臍部を通る約 10 cm の正













れた (Fig.4)．悪性所見は認めなかった．  
術後経過：術後腹腔内感染等の合併症なく，経過良




本邦では 1893 年に伊藤ら 5)によって初めて報告され
た疾患であり，腸間膜に発生するすべての嚢胞の総称
である．小児例の報告が多く，成人例は 25 ％程度で
あり，成人例は 40 歳以上で多い 6,7)．腸間膜嚢胞は，
多くは無症状で経過する．合併症を併発すると腹痛や，
A. Embryonic and developmental cysts 
B. Traumatic or acquired cysts 
 (cyst wall composed of fibrous tissue without a lining membrane)  
C. Neoplastic cysts 
D. Infective and degenerative cysts 
Table.1 腸間膜嚢胞の分類（Beahrs ら） 
1. Cysts of lymphatic origin 
  a: Simple lymphatic cyst 
  b: Lymphangioma 
2. Cysts of mesothelial origin 
  a: Simple mesothelial cyst 
  b: Benign cystic mesothelioma 
  c: Malignant cystic mesothelioma 
3. Cysts of enteric origin 
  a: Enteric duplication cyst 
  b: Enteric cyst 
4. Cysts of urogenital origin 
5. Mature cystic teratoma (dermoid cyst) 
6. Nonpancreatic pseudocysts 
  a: Traumatic origin 
  b: Infectious origin 
Table.2 腸間膜嚢胞の分類（De Perrot ら） 
a   b 
 
c    d 
Fig.4 病理所見   



























値が -40~-80 HU と脂肪組織を表す値を示す事  10)や，
嚢胞内容の脂肪濃度の液体と水あるいは軟部組織濃度























とから，B の traumatic or acquired cysts に該当すると
考えられる．また，病理組織学的所見に基づいた De 
Perrot らの分類 1)(Table. 2)では，腸間膜嚢胞の起源に
よって分類している．本症例では，明らかな外傷の既
往はなかったが、出血がその成因に関わっていた可能
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